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１．研究計画の概要 
本研究ではダスト分布、水色画像をもとに

有効な観測点を設定して、鉄、窒素固定生物
の空間分布を把握し、ダスト降下に伴う窒素
固定生物のブルーム（大増殖）の時間変化を
追うことによって食物網構造、物質循環の変
化を解明する。これらが明らかなれば、地球
規模での窒素循環の解明と今後の予測、氷期
―間氷期における二酸化炭素変動、窒素循環
進化の理解を飛躍的に進む。さらに栄養塩供
給の少ない亜熱帯海域では、台風の通過が栄
養源の供給を行っていると考えられるが、こ
の評価に関する観測や実験は全く行われて
こなかった。 
 亜熱帯域での白鳳丸航海では、調温水槽を
用いて、台風通過をシミュレーションする培
養実験を行い、現場では観測できない生物群
集の応答を明らかにし、モデル課題、衛星課
題らと共同し、台風通過が亜熱帯生物群集に
及ぼす影響とそのフィードバックを解明す
る。 
さらにダストや台風通過に伴う生態系変

動を研究する対象として大型カイアシ類
Neocalanus gracilis と Eucalanus 
californicus を絞り込み、当プロジェクト関
連航海の試料に加え過去の航海の試料を解
析し、その地理分布とおおよその生活史解明
を試みる。 
また、期間中に実施される研究航海におい

ては、植物、動物の生物群集組成を明らかに
し、生物起源気体を研究対象とした課題へ情
報提供し、生物組成が気体発生に及ぼす影響
とその気候へのフィードバックを明らかに
する。 
 

２．研究の進捗状況 
三陸沖海域で発生する春季植物プランク
トンブルームとそれに伴う生物起源気体の
発生に関して、大気・エアロゾルグループと
共同調査を行い、ハロカーボン類 CH2ClIが
高濃度で分布した海域は、栄養塩濃度が低く
ピコプランクトンが優占する非ブルーム海
域であることを明らかにした。白鳳丸
KH07-2およびKH08-2次航海においては台
風通過をシミュレーションする培養実験を
行った。湧昇を再現する、亜表層水を強光下
で培養する区画および混合を再現する亜表
層水と表層水を混ぜた培養区画を設定し、培
養開始から 4日以降は現存量および光合成活
性が初期値より高くなった。初期条件では 10
μm以下のナノ、ピコ植物プランクトンが優
占したが、培養後に増加したのはHPLC分析
および顕微鏡観察により珪藻を主体とする
大型植物プランクトンであることが明らか
にした。すなわち、台風通過は沈降や高次捕
食者につながると考えられる新生産が起こ
ることが初めて明らかにされ、亜熱帯の生物
生産・物質循環の概念を大きく変える可能性
が示唆された。台風通過時の物理環境と植物
の増殖を捉えるためのクロロフィルセンサ
ー付きアルゴフロートは 2008年 2月に予定
海域に投入され、順調にシグナルを受信中で
あるが、台風の近傍観測には至っていない。 
さらに、ダストや台風通過に伴う生態系変
動を研究する対象として大型カイアシ類
Neocalanus gracilis と Eucalanus 
californicus を絞り込み、当プロジェクト関
連航海の試料に加え過去の航海の試料を解
析し、その地理分布とおおよその生活史解明
を試みた。その結果N. garasilisは、亜熱帯
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の貧栄養海域に適応し、栄養を蓄積し亜表層
で産卵すること、および成長に伴う鉛直移動
を行うことが明らかになり、この生態学的特
徴が、本属の北方への進出・種分化につなが
ったと考えられた。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
当初は、大陸からのダスト降下が生態系に

大きな影響を与えると想定していたが、船上
培養の結果、短時間での顕著な変化は見られ
なかった。このため、台風通過に伴う擾乱に
重点を置いた結果、他課題との連携が効率的
に測られ、想定より大きな成果となった。ま
た、生態系の変動も大型カイアシ類に焦点を
絞った結果、カイアシ類の進化や、亜熱帯生
態系の新しい側面が明らかになった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 計画は順調または予想を上回る進展を示
しており、平成 20 年度提出の研究計画に従
って研究を進める。台風関連成果に関しては
諸外国でも、研究が精力的に行われており、
成果の公表を急ぐ。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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